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問題文と正答 
（必須科目） 





















問 題 文 
（選択科目） 

～11-1 大気管理～ 









 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問 題 文 
（選択科目） 

～11-2 水質管理～ 









 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問題文とＡ評価答案例 
（選択科目） 

～11-3 廃棄物管理～ 





Ⅱ－１－１ 
廃棄物の焼却に伴い生じる熱エネルギーを熱として対外的に有効利用する方法を２つ挙げ説明

し、それぞれの利用に当たっての留意点について述べよ。 
 
（回答） 
１．ごみ焼却施設の余熱利用 

ごみ焼却施設の余熱利用は、一般廃棄物処理実態調査(H25）によれば、全国の約７割の施設で

実施されている。利用方法としては、発電、施設内の暖房・給湯、施設外への温水・熱供給等が

挙げられる。 
２．熱エネルギーの利用技術 
①温水利用：燃焼排ガスの熱を利用し、温水発生器等で温水を回収する。施設外で給湯や暖房と

して利用される。 
②蒸気利用：廃熱ボイラで排ガスの熱を蒸気として回収し、その蒸気を利用する。施設外等で冷

暖房等に使用される。 
３．採用に当たっての留意点 
①温水利用：温水発生器による温水回収は、システム構成が単純であり、運転管理も容易である

が、熱回収率が低くなる点に留意する必要がある。 
②蒸気利用：廃熱ボイラによる蒸気の回収は、熱回収率が高いが､システム構成が複雑であり、

運転管理も難しくなる点に留意する必要がある。また、蒸気条件を 4ＭＰａＧ×400℃クラス

とする場合は、高温腐食により過熱器の寿命が短くなる可能性があり、一定期間の使用で過熱

器の交換が必要となる。 
③温水利用と蒸気利用共通の留意点：施設外で利用する場所は近い方が良い。距離が長くなると

効率や採算性が悪化する。 
 
 
  



選択科目             科目 

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

1

受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門             部門 

専門とする事項 

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25字

2-1-2 小型家電リサイクル 

１ ．  小 型 家 電 リ サ イ ク ル 法 に つ い て  

 使 用 済 小 型 電 子 機 器 の 再 資 源 化 の 促 進 に 関 す る 法 律

（ 以 下 「 小 型 家 電 リ サ イ ク ル 法 」 と い う ） は 、 地 方 時

自 体 が ボ ッ ク ス 回 収 、 ピ ッ ク ア ッ プ 回 収 等 に よ り 回 収

し た 小 型 電 子 機 器 を 国 が 認 定 し た 事 業 者 に 引 き 渡 し 、

金 属 を 効 果 的 に 回 収 す る も の で あ る 。 平 成 2 7 年 度 に

お い て 国 民 １ 人 あ た り 1 k g を リ サ イ ク ル す る 目 標 を 掲

げ て い る が 、 平 成 ２ ５ 年 現 在 で は 、 目 標 達 成 は 困 難 な

状 況 で あ る 。 国 民 へ の 一 層 の 周 知 が 重 要 と 考 え る 。  

２ ．  小 型 家 電 リ サ イ ク ル に お け る 課 題 と 解 決 策  

 表 １ に 小 型 家 電 リ サ イ ク ル に お け る 課 題 と 解 決 策 を

示 す 。  

表 １ ：  小 型 家 電 リ サ イ ク ル に お け る 課 題 と 解 決 策  

課 題  解 決 策  

回 収 対 象 品 目 の

選 定 方 法 が 不 明

確  

・ 蛍 光 Ｘ 線 分 析 装 置 等 に よ る 各 機

器 の 金 属 含 有 率 の 測 定  

・ 国 内 研 究 機 関 等 に よ り 測 定 さ れ

た 結 果 を デ ー タ ベ ー ス 化 し 、 区 市

町 村 に 広 く 周 知  

電 池 や ご み な ど

の 対 象 外 の 品 目

が 混 入 す る  

・ 回 収 ボ ッ ク ス 等 に 対 象 品 目 を 明

確 に 表 示  

盗 難 被 害  ・ 回 収 ボ ッ ク ス に 鍵 を か け る  

・ 職 員 に よ る 定 期 的 な 見 回 り  

                     以 上  



Ⅱ－１－２ 
使用済小型電子機器等の再資源化の促進上の課題と、対応策について述べよ。 

 
（回答） 
１．小型家電リサイクル法 
 小型家電リサイクル法は、関係者が協力して自発的に回収方法やリサイクルの実施方法を工夫し

ながら、それぞれの実情に合わせた形でリサイクルを実施する促進型の制度であり、平成 25 年 4
月に施行された。 
２．課題の整理及び対応策 
①排出量が少なく、非効率的 
 小型家電の排出量は可燃ごみ等と比べてかなり少ない。小規模の自治体では、収集や運搬が効率

的にできない。 
対応策：市町村単独では量が少なくても、周辺市町村と共同で回収を行えば一定量を確保するこ

とができる。 
②回収や選別に費用が必要 

小型家電を新たに分別した場合、収集回数の増加や回収ボックスの設置などに新たなコストが必

要となる。 
対応策：分別積載できる車両で、他のごみと一緒に収集する「ついで回収」とすれば、費用を抑

えることが可能である。 
③個人情報の漏えいリスク 

携帯電話やパソコンは、個人情報を含んでおり、小型家電を回収するステーション等から盗難さ

れる恐れがある。 
対応策：住民には、個人情報を消去してから排出することを周知する。対面で回収する対策も有

効である。 
 
 
  



選択科目             科目 

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

1

受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門             部門 

専門とする事項 

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25字

2-1-3 電気・燃料・薬品 

廃 棄 物 処 理 施 設 で の エ ネ ル ギ ー ・ 薬 品 の 効 率 的 利 用  

１ ．  廃 棄 物 処 理 施 設 整 備 計 画 に つ い て  

 平 成 ２ ５ 年 ５ 月 に 閣 議 決 定 さ れ た 廃 棄 物 処 理 施 設 整

備 計 画 で は 、 電 気 や 熱 の 利 用 効 率 向 上 を 掲 げ て い る 。

ま た 、 薬 品 の 効 率 的 利 用 に よ る 維 持 管 理 費 用 の 削 減 、

処 理 施 設 の ラ イ フ サ イ ク ル コ ス ト の 削 減 も 重 要 と 考 え

る 。  

２ ．  利 用 効 率 向 上 の 技 術 的 特 徴 ・ 効 果 ・ 留 意 事 項  

 電 気 及 び 薬 品 の 効 率 的 利 用 の 特 徴 、 効 果 、 留 意 事 項

を 以 下 に 示 す 。  

( 1 )  白 煙 防 止 装 置 の 停 止  

（ 技 術 的 特 徴 ） ： 白 煙 は 排 ガ ス に 含 ま れ る 水 蒸 気 が 冷

却 す る こ と に よ り 発 生 す る 。 白 煙 防 止 の た め の 再 加 熱

器 を 停 止 す る  

（ 効 果 ） ： 白 煙 防 止 の た め の 蒸 気 を 使 用 せ ず 、 ボ イ ラ

等 に 利 用 す る こ と で 、 省 エ ネ が 図 れ る 。  

（ 留 意 事 項 ） ： 住 民 に 白 煙 は 有 害 で は な く 、 省 エ ネ 効

果 が あ る こ と を 丁 寧 に 説 明 す る 必 要 が あ る 。  

( 2 )  飛 灰 の 循 環  

（ 技 術 的 特 徴 ） ： バ グ フ ィ ル タ か ら 飛 灰 の 一 部 を バ グ

フ ィ ル タ 入 口 に 戻 す 。  

（ 効 果 ） ： 飛 灰 に 含 ま れ る 未 反 応 の 消 石 灰 を 酸 性 ガ ス

と 反 応 さ せ る こ と で 、 消 石 灰 の 使 用 量 を 削 減 で き る 。  

（ 留 意 事 項 ） ： バ グ フ ィ ル タ か ら の 灰 落 と し の 回 数 が

増 え る 可 能 性 が あ る 。            以 上  





選択科目             科目 

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

1

受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門             部門 

専門とする事項 

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25字

2-2-1 メタンガス化施設 

メ タ ン ガ ス 化 施 設 導 入 に か か る 検 討  

１ ．  メ タ ン ガ ス 化 施 設 導 入 に 当 た っ て の 調 査 事 項  

( 1 )  イ ン プ ッ ト 側  

 ご み の 性 状 、 ご み の 発 生 量 、 低 位 発 熱 量 、 現 状 の 分

別 体 制  

( 2 )  ア ウ ト プ ッ ト 側  

 近 隣 施 設 で の 需 要 の 有 無 、 副 産 物 の 処 理 方 法  

 

２ ．  メ タ ン ガ ス 化 施 設 導 入 に お け る 検 討 の 手 順  

( 1 )  住 民 の 意 識  

厨 芥 類 や 紙 ご み を 分 別 し て く れ る か  

( 2 )  処 理 方 法 の 選 択  

厨 芥 類 を 分 け る の か 、 紙 ご み と 一 緒 に 処 理 す る か

→ 処 理 規 模 に 影 響 が 大 き い  

( 3 )  活 用 方 法 の 検 討  

貯 蔵 タ ン ク に 貯 留 後 、 自 施 設 の 運 転 に 活 用 す る か 、

焼 却 施 設 を 併 設 し て 焼 却 に 使 う か 、 自 動 車 燃 料 と

し て 使 う か 等  

 

３ ．  検 討 に 当 た っ て の 留 意 点  

( 1 )  硫 化 水 素 の 発 生 に よ る 人 体 へ の 影 響 （ 微 量 で も 効

く ）  

( 2 )  メ タ ン ガ ス 等 の 漏 洩 時 の 対 応 手 順 の 説 明 （ リ ス ク

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ）  

( 3 )  費 用 と 温 室 効 果 ガ ス 削 減 量  



選択科目             科目 

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

2

受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門             部門 

専門とする事項 

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25字

2-2-1 メタンガス化施設 

ラ イ フ サ イ ク ル コ ス ト と 温 室 効 果 ガ ス 発 生 量 等 を

総 合 的 に 判 断  

( 4 )  温 水 プ ー ル 等 、 住 民 の メ リ ッ ト の 説 明 に よ る 満 足

す る 施 設 建 設  



Ⅱ－２－２ 
震災などにより致命的な被害を負わないねばり強さと、速やかに回復するしなやかさを持つ、強

靭な廃棄物処理システムの構築が求められている。あなたが、廃棄物処理施設の強靭化対策におけ

る責任者として業務を進めるに当たり、下記の内容に関して必要とされる事項を記述せよ。 
（１）想定する廃棄物処理施設の内容 
（２）事前に調査する必要のある事項 
（３）業務を進める手順・検討すべき事項 
（４）業務を進める際に留意すべき事項 
 
（回答） 
１．想定する廃棄物処理施設の内容 

自治体のごみ処理施設について記述する。平成 25 年に閣議決定された「廃棄物処理施設整備計

画」では、廃棄物処理施設が地震や水害によって稼働不能とならないよう、施設の耐震化、地盤改

良、浸水対策等を推進、廃棄物処理システムとしての強靭性を確保すると定められている。 
２．事前に調査すべき事項と検討すべき事項 

①建築構造物等の耐震化の状況 
建築構造物や建築設備は、「官庁施設の総合耐震・対津波計画基準」等の諸基準に満たない場

合は耐震化工事を行う。 
②設備、機器の損壊防止対策の状況 

主要設備は、建築物と整合のとれた耐震化を確保し、重要度と危険度に応じた耐震力の確保に

配慮する。 
③水害・浸水対策の状況 

降水量の過去データや洪水ハザードマップ等により被害の有無を想定して浸水対策を行う。防

水壁の設置や地盤の嵩上げを検討し、重要機器や受配電設備等は想定浸水レベル以上に配置す

る。 
④災害発生から運転再開までの手順 

施設の停止、点検・補修、再稼働までのマニュアルを作成し、必要となる部品、補修材、燃料

等のストックについて決めておく。災害時に備えて、平時より訓練や研修を行う。 
⑤電源、燃料、水、薬品の確保 
非常用発電設備、燃料・水・薬品等の貯留槽や倉庫、井戸の設置を行う。 

３．対応策の留意事項 
①既存施設の強靭化を行う場合の留意点 

既存施設の耐震化工事は、構造躯体の健全性や基礎補強が可能かなどを調査し、耐震性能が確

保できる場合に行うが、施設が老朽化していると、耐震化工事が困難な場合がある。また、施

工上の制約（騒音、振動、作業スペース、近隣への影響、工期など）や工事中の施設機能と処

理能力の低下に留意する必要がある。 
さらに、立地場所や敷地面積の制約から、水害対策の実施や貯留槽等を新たに設置するのが困

難な場合もあり、その対応策と施設の更新を検討しなければならない。 
②施設を更新する場合の留意点 

ごみ処理施設を更新する場合は、周辺市町村と連携したごみ処理の広域化を検討する必要があ



る。ごみ処理の広域化により施設規模が大きくなれば、ごみ焼却による発電が可能となり、焼

却施設の自立運転、電力及び熱を外部に供給することが可能となる。また、施設の建設候補地

を選定する際には、洪水や津波、地盤強度に留意して選定作業を行う必要がある。 
さらに、地域住民の協力を得るためには、ごみ処理や災害対策の観点だけではなく、地域振興、

雇用創出、環境教育等についても考慮する必要がある。 
 
 
 





選択科目             科目 

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

1

受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門             部門 

専門とする事項 

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25字

3-1 施設の更新・改良 

１ ．  施 設 の 更 新 ・ 改 良 に お け る 検 討 項 目  

 専 門 と す る 処 理 施 設 を 事 業  

者 や 家 庭 か ら 発 生 す る 不 燃 ご  

み 処 理 施 設 と し 、 以 下 に 現 状  

と 検 討 項 目 を 述 べ る 。  

        図 １ ： 一 般 的 な 不 燃 ご み 処 理 フ ロ ー  

 表 １  不 燃 ご み 処 理 施 設 の 現 状 と 検 討 項 目  

現 状  検 討 項 目  

①  図 1 に 示 す と お り 、

磁 力 選 別 に よ り 鉄 を 、

ア ル ミ 選 別 に よ り ア ル

ミ を 回 収 す る が 、 そ の

他 の 金 属 資 源 の ほ と ん

ど が 埋 立 処 分 。  

①  有 用 成 分 の 回 収 ・ 資 源 化  

・ 鉄 ・ ア ル ミ 以 外 の 金 属 や ス テ

ン レ ス 製 品 か ら の ス テ ン レ ス 回

収  

・ 不 燃 ご み 残 渣 の セ メ ン ト 原 料

化  

②  不 燃 ご み に は 、 電 池

や 蛍 光 管 由 来 の 水 銀 、

小 型 家 電 由 来 の 鉛 、 亜

鉛 等 の 有 害 成 分 が 存 在  

②  有 害 成 分 の 処 理 方 法  

・ 処 理 ラ イ ン か ら 有 害 物 質 を 検

出 し 、 処 理 す る 設 備 の 導 入  

③  不 燃 ご み に は ス プ レ

ー 缶 や ト ナ ー カ ー ト リ

ッ ジ 等 の 爆 発 に よ り 、

作 業 員 が 負 傷 す る ケ ー

ス が あ る 。  

③  安 全 な 処 理 体 制  

・ 破 砕 プ ロ セ ス へ の 防 爆 用 水 蒸

気 の 吹 込 み  

２ ．  最 も 重 要 と 考 え る 技 術 的 課 題 と 解 決 策  

 表 １ の う ち 、 有 用 成 分 の 回 収 ・ 資 源 化 は 最 終 処 分 量
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の 削 減 に 寄 与 す る た め 、 こ れ に 対 す る 課 題 と 解 決 策 を

表 2 に 示 す 。  

課 題  解 決 策  

有 用 成

分 の 回

収 ・ 資

源 化  

①  L I B S ソ ー タ の 活 用  

・ L I B S は 、 高 エ ネ ル ギ ー の 光 を  

物 体 に 当 て 、 瞬 時 に 含 有 元 素 を  

測 定 す る 技 術 で あ る 。  

・ エ ネ ル ギ ー 分 散 型 蛍 光 Ｘ 線  

分 析 装 置 と 異 な り 、 ア ル ミ よ  

り 重 い 元 素 も 測 定 可 能 。  

・ 選 別 機 器 と 組 み 合 わ せ る こ と

で 貴 金 属 等 も 回 収 可 能  

②  高 磁 力 選 別 機 の 導 入  

・ 現 状 の ア ル ミ 選 別 機 は 磁  

力 が 低 い た め ア ル ミ

以 外 は 選 別 が 困 難  

・ 高 磁 力 の 選 別 機 の

導 入 に よ り 、 銅 等 の 非 磁 性 体 も 回 収 で き る 可

能 性 が あ る 。  

③  不 燃 ご み 残 渣 の 資 源 化  

・ 不 燃 ご み 残 渣 に は シ リ カ 成 分 や ア ル ミ 成 分

等 、 セ メ ン ト 原 料 に 近 い 成 分 が 含 有 。  

・ セ メ ン ト 工 場 の 受 入 条 件 等 の 整 理 に よ り セ

メ ン ト 原 料 と し て 活 用 で き る 可 能 性 。  

 

図 2 ： L I B S ソ

ー タ の 概 要  

図 2 ： 高 磁 力 選 別 機 の 概
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３ ．  技 術 的 提 案 の 効 果 と リ ス ク  

 下 記 に 技 術 的 提 案 の 効 果 と リ ス ク を 示 す 。  

①  L I B S ソ ー タ の 活 用  

（ 効 果 ） ア ： こ れ ま で 埋 立 処 分 さ れ て い た 貴 金 属 や

ス テ ン レ ス を 効 果 的 に 回 収 で き る  

（ リ ス ク ） ア ： 照 射 に よ り 、 赤 い 跡 が 残 る た め 、 金 属

資 源 の 買 取 価 格 に 影 響 が あ る お そ れ が あ

る 。  

     イ ： 選 別 効 率 が 選 別 装 置 に 左 右 さ れ る  

②  高 磁 力 選 別 機 の 導 入  

 （ 効 果 ） ア ： ス テ ン レ ス 等 の 合 金 も 回 収 で き る 。  

（ リ ス ク ） ア ： 選 別 出 来 な い 金 属 も 存 在 す る 。  

     イ ： 前 段 の 破 砕 行 程 の 処 理 に 選 別 効 率 が 左

右 さ れ る 。  

③  不 燃 ご み 処 理 残 渣 の 資 源 化  

 （ 効 果 ） ア ： 不 燃 ご み 処 理 残 渣 の セ メ ン ト 原 料 化 に

よ り ほ ぼ 埋 立 ゼ ロ を 達 成 で き る 。  

（ リ ス ク ） ア ： セ メ ン ト 原 料 と し て は 有 害 な 塩 素 が 含

ま れ る た め 、 湿 式 脱 塩 等 に よ る 事 前 の 前

処 理 が 必 要 と な る 恐 れ が あ る 。  

     イ ： 鉛 や ク ロ ム 等 の 金 属 含 有 量 に よ っ て は 、

      セ メ ン ト 会 社 に よ る 受 入 が 困 難 に な る 恐

れ が あ る 。   

                    以 上  



Ⅲ－２ 
廃棄物処理施設の整備に当たっては、地域社会への貢献として、信頼確保の方策や地域社会への

付加価値の創出方策が求められている。このような状況を考慮して以下の問いに答えよ。 
（１）あなたの専門とする立場から廃棄物処理施設整備をとりまく現状を概観した上で、廃棄物処

理施設整備に当たって地域社会から信頼を得るための方策、及び地域社会への付加価値の創出

方策について、あなたの専門とする立場から検討すべきと考える課題を２つ以上挙げるととも

に、それらを挙げた理由を述べよ。 
（２）上述した課題のうち１つを選び、技術的な検討事項と解決策を示せ。 
（３）上述した解決策を実施する際に生じ得る問題点と対処方法について述べよ。 
 
（回答） 
１．廃棄物処理施設整備をとりまく状況 

廃棄物処理施設は、その必要性は多くの住民に理解されるが、自分の居住地に隣接して建設さ

れることには、多くの住民が納得をせず、反対をする。住民は、廃棄物処理施設を迷惑施設や忌

避施設と考えていることが多い。 
２．信頼を得るための方策及び付加価値の創出方策 

信頼を得るための方策等について次の①～④に示す。 
①リスクコミュニケーションの開催 

リスクコミュニケーションとは、社会を取り巻くリスクに関する正確な情報を行政、企業、住

民などの関係主体間で共有し、相互に意思疎通を図ることである。 
リスクコミュニケーションにより意見や認識の違いが必ずしも合意される訳ではなく、また、

関係者の対立的な関係が解消されるとは限らない。リスクコミュニケーションでは、ただリス

クに関して話し合うだけではなく、相互に正確な情報を共有し、リスクの存在を認識すること

によって、互いの信頼関係を構築し、住民、行政など、リスクへの対処方法や許容範囲を検討

することが重要である。 
②廃棄物処理施設の公害防止基準の強化 

廃棄物処理施設における排ガス等の排出基準は、住民が安心できる基準値を設定する。技術的

に安全であっても住民の不安感を取り除くのは容易ではない。リスクコミュニケーションによ

り信頼関係を築いた上で、コストや技術が可能な範囲で法規制値より厳しい公害防止基準を設

定し、その基準を満足する施設とすべきである。 
③街づくりと一体となった計画や設計 

都市にとってごみ処理施設は不可欠な施設であり、街づくりと一体となった計画や設計が重要

である。地域環境との調和を考慮し、施設をイメージアップするための景観上の工夫や、屋上、

壁面等の緑化を推進する必要がある。          
④地域振興 

これまで、ごみ焼却の余熱を利用した温浴施設の整備等が多くの自治体で行われてきたが、こ

れは迷惑施設の見返りとしての地元還元という位置づけであった。しかし、今後は、地域社会

に積極的に貢献するという考え方で地域振興の取組をするべきである。ごみ処理施設は、多量

の資源を消費し、多くのエネルギーを創出する特徴があり、また、多くの人を雇用することが

可能である。これらの特性から、地域振興の核として地域社会へ貢献する施設とするべきであ



る。 
３．技術的な検討事項と対応策 

上述した４つの方策の内、ごみ処理施設を活用した地域振興について検討事項や解決策を示す。 
①地域コミュニティの活性化 

  ごみ処理施設のスペースを利用して、住民が利用するスポーツ施設やコミュニティ施設、温浴

施設等を整備する。これらの施設は、大規模災害時には避難所としての利用することも可能で

ある。 
②地域の防災拠点 

災害時に自立稼働して地域の災害廃棄物を受け入れ、災害廃棄物の処理に伴い発生するエネル

ギーを高効率に回収し、公共施設や避難所等に電気・熱を供給する。 
③地場産業の振興 

ごみ処理施設に併設したコミュニティ施設や温浴施設の中に地元の農産物や加工品等の直売

所を整備する。コミュニティ施設等との相乗効果により利用客が増加し、地場産業の振興が期

待できる。 
④雇用創出 

ごみのリサイクルを推進し、なるべく多くの資源を回収するようにすれば、資源の選別作業等

を行う人をより多く雇用することができる。 
⑤環境教育等 

ごみ処理施設に環境学習機能を整備することにより、住民や学生が学ぶ機会を提供する。次世

代を担う人材を育成することができる。 
４．解決策を実施する際に生じ得る問題点と対処方法 

上述した解決策は、地域社会の付加価値創出として有効な手段であるが、従来のごみ処理施設

よりもコストを要する問題点がある。対処方法として、ＰＦＩ等による民間の資金と技術を活用

して、公共が負担する費用を抑える方法が考えられる 
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